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「色

」

に

就

v、

て

市

川

白

弦

闘

色

ご
は
其
色

へ
の
其
色
自
ら
の
親
畳
實
践
の
諦
認
内
容
。
こ
の
實
践
は
然
し
色
の
作
用
で
は
な
い
。
「
色
不
知
色
」

ー
摩
詞
般
若
纒
懇
十
二
歎
浄
品
。
ま
た
主
観
の
作
用
で
も
な
い
。
「
色
中
我
見
無
所
得
」
ー
開
昼
自
性
般
若
経
憲

一
。

主
禮
な
き
作
用
例

へ
ば
精
紳
作
用
も
術
こ
の
實
践
を

〉
簿
ロ呂
藝
魯
・σq
「§

の
如
き
立
場
か
ら
構
成
し
た
も
の
。

こ
の
親
畳
-
最
も
廣
く
純
に
用
ふ
ー
の
實
践
に
於
て
の
み
色
は
色
で
あ
る
。

こ
の
定
立
は
然
し
認
識
の
先
験
的
成
立
を

意
味
し
な
い
。
な
せ
か
な
ら
認
識
の
先
験
的
組
成
の
認
識
は
経
験
を
其
契
機

ビ
せ
ね
ば
な
ら
濾
が
こ
の
定
立
の
認
識

は
そ
れ
の
契
機
た
る
べ
き
経
験
を
有
た
ぬ
故
。
そ
は
先
験
的
組
成
以
前
の
定
立
。
だ
が
そ
は
生
産
を
も
意
昧
し
な
い
。

生
産
は
時
間
過
程
を
ご
り
能
産
が
所
産
に
先
立
た
ね
ば
な
ら
ぬ
。
然
し
此
定
立
に
は
先
後

が
な
い
。
「
色
不
與
前
際
合

不
見
前
際
故

色
不
與
後
際
合

不
見
後
際
故

色
不
與
現
在
合

不
見
現
在
故
」
1
摩
詞
般
若
経
巻

二
習
慮
品
。
從

て
潜
有
、
顯
有
た
る
の
で
な
く
無
、
有
た
る
の
で
も
な
い
。
<
～α
a
窪

は
永
劫
に
鍛
す

る
詩
の
襲
で
あ

る
。
色
の
定

立
は
因
果
を
凌
ぐ
o
「
非
本
無
而
今
有

非
本
有
而
今
無
」ー
寳
藏
論
。

い
は

や
生
む
者
無
く
生
ま
る
べ
き
無
く
生
ま



る
、
所
無
き
創
生
。

い
か
に
生
む
か
ご
そ
れ
が
何
で
あ
る
か
ご
、
鼠
①
ε

蓄
ω
ご
は
同

一
同
時
。
同
時
同

一
ε
は
超

時
塞
の

一
定
立
故
に
過
去
に
で
も
不
断

に
で
も
な
く
永
劫
に
生
れ
る
。
永
劫
は
而
も
時
間
的
者
の
原
態
な
ら
ば
過
去

に
と
不
断
に
ご
は
同
意
昧
。
あ
り
し
ま
た
あ
ら
ん
世
の
轄
成
も
齊
し
く
超
時
室
の
今
に
懸
る
。「
前
際
不
與
後
際
合

後
際
不
與
前
際
合

現
在
不
與
前
際
合

前
際
後
際
不
與
現
在
合

三
際
名
室
故
」
ー
摩
詞
般
若
経
憲
二
習
慮
品
。
こ

の
・今
ぞ
眞

の
始

め
。
原
始
ご
い
ふ
星
雲
に
も
爾
有
る

♂
触白

ご

8
暮
け臼
。
未
だ
形
質
顯
れ
ざ
る
太
初
に
我
は
即
・今
墾

じ
得
る
。
宇
宙
創
生
を
登
生
的
に
尋
ね
ぬ
佛
激
に
は
然
し
此
深
き
薗
豊
が
あ
る
。
「
若
有
人
言

色
是
先
世
因
所
成
作

或
大
自
在
天
所
化
因
作

作
是
説
者

愚
夫
異
生
邪
見
分
位
」
ー
開
畳
自
性
般
若
経
窓

一
。
尤
も
創
生
の
襲
生
的
閲
明

に
由
て
理
論
的
乃
至
實
践
的
に
機
々
な
「
安
心
」
が
得
ら
れ
や
う
。
し
か
し
安
心
を
得

る
こ
ご
、
佛
を
見
る
こ
ご
、
は

必
す
し
も

一
で
な
い
。
佛
敏
の
本
質
は
「
信
仰
」
に
は
あ
ら
で
永
劫
に
於
け
る
實
相
の
「
諦
認
」
帥
ち
覗
畳
の
實
践
。「
色

前
際
不
可
得

中
際
不
可
得

後
際
不
可
得
乃
至
十
入
不
共
法
亦
如
是
」
ー
摩
訂
般
若
経
憲
十
三
聞
持
品
。
卵
が
鳥
に

な
つ
た
ピ
き
眞
に
卵
を
見
す
鳥
を
見
ぬ
。
卵
は
卵
の
法
位
に
あ
つ
て
鱒
化
を
知
ら
す
鳥
は
鳥
位
に
住
し
て
産
卵
を
忘

れ
る
。
こ
れ
ま
こ
ε
の
卵
如
鳥
如
。
卵
、
鳥
ご
な
る
ご
言

へ
ば
た
"
か
く
言
ふ
こ
と
に
於
て
の
そ
れ
ら
を
見
る
。
眞

の
卵
眞
の
鳥
は
暦
か
に
か
く

「
言
ふ
」
こ
ご
、
し
て
働

い
た
。
「
名
字
所
著
慮

亦
不
可
得
」
ー
摩
詞
般
若
経
宏
四
句

義
品
Q
「
爾
如
今
慮
用
威

鉄
少
什
度
」
ー
臨
濟
録
。

二

色

に
就

い
て

九
五
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見
る
の
實
躁
は
そ
れ
自
ら
全
く
無
内
容
な
る
統

}
。
從
て
そ
れ
は
甥
象
に
何
物
を
も
附
加

せ
す
又
樹
象
か
ら
何
物

を
も
減
じ
は
せ
ぬ
。
情
的
相
に
於
て
繧
験
に
遍
在
す

る
の
み
。
純
粋
思
惟
す
ら
そ
れ
を
把

へ
能
は
ぬ
。
寧
ろ
純
ら
思

ふ
所
に
戚
じ
が
威
じ
ら
れ
て
あ
る
。
純
情
は
見
る
の
内
性
を
偲
ば
す
に
ふ
さ
は
し
。
知
は
之
を
注
覗
す
る
程
明
か
ご

な
る
が
情
は
か
く
す
れ
ば
却
て
消
え

る
。
自
ら
を
否
む
方
向
の
内
性
だ
か
ら
。
却
つ
て
そ
は
欝
象
に
専
ら
に
な
る
こ

ビ
に
由
て
鮮
か
に
な
る
。
「
見
る
」
の
側
の
内
性
だ
か
ら
。
「
塞
」
ご
は
「
見
る
こ
ご
」
、
色
の
認
識
の
行
爲
。
そ
は
色
に

否
色
の
純
な
る
こ
ご
。
さ
れ
ば
こ
そ
そ
れ
は
色

に
い
か
な
る
働
き
を
も
與

へ
ぬ
。「
般
若
波
羅
密
於
諸
法
無
有
力

無

非
力

亦
無
受
亦
無
與
」
1

摩
詞
般
若
経
巻
十
二
無
作
品
。
帥
ち
こ
の
場
合
色
の
意
昧
禮
験
は
全
く
そ
れ
自
ら
は
無

制
約
の

「
見
る
」
に
依
る
。
己
れ
を
否
み
盤
せ
る
も
の
、
統

一
に
依
る
。

い
ひ
か
へ
れ
ば
依
る
「
も
の
」
な
き
こ
ピ
。

從
て
こ
の
意
昧
騰
験
は
何
物
の
慧
味

で
も
な
く
色
其
自
身
の
意
味

ビ
な
る
。
「
見
る
」
(塞
)
ε
は
實
は

「
色
が
其
自
ら

在
る
こ
ご
」
。
「
見
る
」
.に
何
等
か
の
例

へ
ば
意
識

一
般
ご
か
純
粋
主
親

ご
か
の
制
約
が
残
れ
ば
ー
識
見
有
所
得
-
色

は
「
依
る
も
の
」あ
る
こ
ご
に
な
る
。
「
若
有
於
法
有
所
得
相
可
成
立
者

帥
有
所
得
相
而
有
依
止
」
1
開
畳
自
性
般
若

経
窓

一
。
帥
ち
認
識
論
的
圏
に
關
係
す
る
限
わ
に
於
て
色
の
認
識
は
こ
の
場
合
樹
象
を
示
さ
す
し
て
封
象
に
關
す

る

圭
観
の
統

一
内
容
邸
ち
「
表
象

」ご
な
る
。

こ
、
に
甥
象
は
懐
疑
説
に
拐
さ
れ
じ
ご
表
象
を
脱
し
て
其
超
越
性
を
保
た

　
　
　
り

ね
ば
な
ら

澱
。

帥
ち
魏
を
さ
し
江
を
渡

る
。

閾
國
の
人

い
ま
は
江

の
岸

に
「
理
性
批
剣
」
の
鼓

を
鳴

ら
す
。
焉

ぞ
知

ら

ん
ま

た
も
そ
は
懐

疑
説

へ
の
序
曲

ご
な
わ

つ
、
あ
・9
し
を
。



然
し
見
よ
。
陽

の
輝
け
る
を
。
陽
の
表
象
は
光
ら
組
が
陽
の
純
親
畳
は
光
る
。
主
観
は
圭
観
性
を
な
み
す
る
こ
ε

に
由
て
勢
象

の
色
に
格
る
。
「
一
心
不
生

萬
法
無
答
」
f
臨
濟
録
。
硯
畳
の
實
践
に
於
て
色
は
全
く
主
観
の
統

}
に

依
存
せ
ぬ
が
故

に
表
象
の
認
識
な
ら
で
劉
象

の
そ
れ
を
可
能
ご
す

る
。
認
識
の
野
象
ご
野
象
の
認
識
ご
は
か
く
て
同

一
で
あ
り
得
る
。

客
槻
的
存
在
は
其
認
識
論
的
基
祇
を
つ
ひ
に
斯
る
超
主
観
的
實
践
に
仰
げ
ば
こ
そ

}
つ
の
物
は
甲
の
認
識
の
欝
象

で
も
あ
り
得
、
乙
の
そ
れ
で
も
あ
り
得
る
。
認
識
圭
観
に
野
峙
す
る
客
観
は
圭
観
的
立
場
を
も
内

に
含
む
よ
り
高
き

立
場
の
も
の
。
純
粋
思
惟
す
ら
其
内
容
を
直
観
的
な
も
の
か
ら
仰
が
ね
ば
な
ら
澱
ご
思
は
れ
る
。

一
切
の
理
性
者
(主

窺
)
の
滅
亡
は

一
切
の
「
物
」
の
滅
亡

を
意
昧
し
は
せ
漁
。
物
は
な
ほ
超
主
観
的
な
統

一
に
趨

る
。
直
接
縷
験
以
外
に

物
は
無
い
ε
の
考
を
許
し
つ
、
経
験
せ
す
ご
も
物
は
在
る
の
考
を
認

め
得

る
。
異
次
元
の
構
成
に
由
る
故

二
者
は
撞

着
し
な
い
。
東
洋

の
唯
心
哲
學
は
往
々
こ
の
關
係
を
混
同
し
或
は
明
確
を
欠
い
た
。「
先
生
遊
南
鎭
。

一
友
指
岩
中
華

樹
。
問
日
。
天
下
無
心
外
之
物
。
如
此
華
樹
。
在
深
山
中
。
良
開
自
薄
。
於
我
心
亦
何
關
。
先
生
日
。
爾
未
看
此
華
時
。

此
華
與
汝
心
同
蹄
於
寂
。
爾
來
看
此
華
時
。
則
此
華
顔
色

一
時
明
白
起
來
。
便
知
。
此
華
不
在
爾
的
心
外
。
」
ー
傳
習

録
憲
三
。
経
験
的
認
識
圭
観
に
立
つ
唯
心
論
か
ら
は
こ
れ
以
上
の
説
明
は
望
ま
れ
澱
で
あ
ら
う
。
然
し
客
窺
は
主
観

に
ま
で
與

へ
ら
れ
し
課
題
で
あ
b
從
は
ね
ば
な
ら
ぬ
必
然
で
あ
る
。
こ
、
に
素
朴
な
唯
心
論
の
溺
昧
が
あ
り
同
時
に

唯
物
論
必
然
論
乃
至
常
識
的
實
在
論
の
生
襲
す
る
契
機
が
あ
る
。

色

に
就

い
て

九
七
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三

で
は
佛
藪
の
三
界
唯

一
心
叉
は
心
外
無
別
法
の
「
心
」
ε
は
何
か
。
そ
は
吾
々
の
心
で
も
佛
の
心
で
も
な
い
。

い
か

な
る
主
観
の
こ
ご
で
も
あ
ら
ぬ
。
「
如
是
親
諸
法

不
見
能
親
」
ー
勝
天
王
般
若
経
憲
三
法
性
品
。
も
し
之
を
圭
観
こ

せ
ん
か
第

一
そ
れ
が
経
鹸
主
観
な
ら
ば
五
慈
以
外
の
何
物
で
も
な
く
從
て
そ
は
主
宰
性
を
失
は
ね
ば
な
ら
す
第

二
超

越
圭
観
こ
せ
ば
そ
は
要
請
ビ
し
て
の
み
許
さ
れ
認
識
圏
を
去
る
。

「
心
」
は
然
し
説
明
原
理
ご
し
て
の
要
請
で
は
な

い
。
心
性
の
徹
見
こ
そ
佛
敢
の
超
源
及
び
目
的
な
り
し
故
。
要
講
に
非
す
主
魏

に
も
非
す
ご
せ
ば
そ
は
原
理
性
、
主

宰
性
乃
至
實
禮
性
を
離
れ
ね
ば
な
ら
澱
。

要
請
に
過
ぎ
ざ
り
し
ア
ー
ト

マ
ン
を
實
在
化
し
た
所
に
六
派
哲
學

一
般

の
錯
誤
が
萌
し
た
。
無
我
説
の
認
識
論
的

意
義
は
此
錯
誤

へ
の
批
判
に
あ
つ
た
。
凡
ゆ
る
存
在
か
ら
の
實
膿
性
(自
性
性
)
の
除
去
(法
無
我
)
が
佛
激
哲
學
の
特

質
。
故

に
無
我
説
の
立
場
に
於
け
る
眼
耳
等
は
生
理
的
も
し
く
は
機
能
的
統

一
態
で
は
な
い
。
「
見
る
者
」
で
も

「
見

ら
れ
し
者
」
で
も
な
く
た
や
「
見
る
こ
ε
」
「
聞
く
こ
ビ
」
等
々
で
あ
る
。
「
夫
眼
作
眼
解

帥
生
眼
倒
」1
寳
藏
論
。「
眼

は
無
我
、
無
我
で
あ
る
も
の
は
我
の
も
の
ビ
も
我
が
そ
れ
で
あ
る
ご
も
我
が
我
で
あ
る
こ
も
言
ひ
得

ぬ
」
ー

ψ

宕
遥

葵
葦

い
・
「
不
計
我
見
色

不
計
眼
我
所

不
計
相
属
」1
雑
阿
含
経
巷
八
。
「
心
」
の
理
解
は
そ
れ
故

に
い
か
な
る

主
膿
性
も
そ
れ
に
加

へ
ら
れ
て
は
な
ら
ぬ
。
「
心
外
無
法

内
亦
不
可
得
」
(臨
濟
録
)
は
「
心
」
が
い
か
な
る
静
的
原
理

も

　

　

も

　

乃
至
實
盟
で
も
な
い
こ
ご
を
語
る
o
そ
れ
は
た

い

「
見
る
こ
ビ
」
即
ち
永
劫
の
相
に
於
け
る
認
識
の
行
爲
の
外
の
何



物
で
も
な
い
。
故
に
そ
は
「
流
に
随

つ
て
」
の
み
見
得
さ
れ
る
。
「
三
界
無
法
何
慮
求
心

白
雲
爲
蓋
流
泉
作
琴
」
i
碧

巖
集
三
七
。

唯
識
共
愛

の
認
識
論
的
根
慷
は
終
に
此
實
践
の
超
主
親
性
に
遡
ら
ね
ば
な
る
ま
い
。
然
し
超
主
親
的
ε
は
個
人
的

の
擾
無
で
も
叉
個
入
的
の
総
和
で
も
な
い
Q
「
普
遍
」
は
事
實
の
で
な
く
樺
利
の
問
題
。

こ
れ
ぞ
「
私
の
見
た
」
「
彼
の

見
た
」
ご
言
は
れ
る
可
能
根
糠
。
然
し
こ
の
「
私
の
」
「
彼

の
」
を
「
見
る
」
の
制
約
ご
す
れ
ば
経
験
は
悉
く
個
入
の
攣
作

せ
る
表
象

に
す
ぎ
す
ざ
し
て
ま
π
も
懐
疑
の
淵
を
見
る
。
「
超
越
的
實
在
」
ご
か
「
超
越
的
主
観
」
ご
か
は
之
を
救
ふ
た

め
の
要
講

で
あ
つ
だ
。
そ
し
て
超
越
我
の
作
用
膚
身
は
認
識
さ
れ
得

ぬ
か
ら
室
、
認
識
中
に
も
此
作
用
あ
る
故
、
塞

が
あ
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
帥
ち
色
即
是
塞
だ
ご
言

へ
ば
整
合
的
の
様
で
あ
る
が
そ
は
色
以
外
に
作
用
(塞
)
を
認
む
る
も
の

從
て
眞
の
色
帥
是
室
で
は
な
い
。
「
今
明
塞
郎
是
色
不
可
以
塞
取
塞
以
断
彼
疑
」
ー
心
経
略
疏
探
要
抄
下
。
故

に
「
無
智

亦
無
得
」
ε
室
の
智
を
す
ら
否
む
。
「
不
以
塞
分
別
色

不
以
色
分
別
塞

受
想
行
識
亦
如
是
」
ー

摩
詞
般
若
経
憲
入

幻
嬉
品
。

四

色
即
是
塞
は
色
を
塞
に
還
す
の
で
な
く
室
郎
是
色
は
塞
よ
り
色
を
啓
く
の
で
な
く
色
な
る
所
が
室
、
察
な
れ
ば
こ

そ
色
。
「
塞
有
塞
故
不
塞
」
ー
心
経
略
疏
探
要
抄
下
。
無

の
所
是
れ
有
。
有
の
所
是
れ
無
。「
此
以
如
實
中
塞

無
妄
染

故

云
如
實
塞

非
謂
如
實
自
塞

此
則
如
實
之
塞

依
圭
騨
也
」
F

起
信
論
義
記
中
。
鳥
飛
ぷ
そ
こ
が
鳥
の
塞
。

色

に
就

い
て

九
九
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一
〇
〇

物
在
る
所
そ
こ
が
物
の
塞
。

一
條
の
枝

一
片
の
落
ち
葉

に
も
天
を
見
る
。

こ
の
世
の
天
は
な
ほ
地
。
ま
こ
ご
の
天
は

天
の
上
の
天
。
地
の
下
の
天
。
ビ
古
聖
い
ふ
。

さ
れ
ば
色
が
塞
に
塞
が
色
に
の
縛
成
で
は
な
い
。
當
髄
全
是
の
帥
。
郎
は
い
か
な
る
辮
謹
の
「
故
に
」
を
も
容
れ
漁

郎
ち
そ
は
覗
畳
實
践

へ
の
示
唆
の
み
。
「
色
帥
是
室
」
の
時
「
塞
帥
是
色
」
無
し
。
こ
れ
室
即
是
色
の
眞
景
Q
「
塞
帥
是

色
」
の
時
「
色
即
是
塞
」
無
し
。
こ
れ
色
帥
是
塞
の
面
目
。
色
是
色
塞
是
塞
。

こ
れ
ぞ
色
郎
是
塞
塞
師
是
色
。
か
く
「
記

す
ご
ε
」
こ
そ
室
帥
是
色
O
示
唆
ご
し
て
の
即
の
意
昧
が
首
肯
か
れ
た
。

そ
れ
故

に
「
一
切
塞
」
ご
は

一
切
法
が

一
々
帥
今
「
現
在
す

る
」
こ
ご
。
色
あ
う
。
室
あ
う
。
帥
あ
り
。
假
あ
り
。
故

に

}
切
塞
。

ε
は
い
へ
そ
は
総
て
の
現
象
を
並

べ
言
ふ
の
で
は
な
い
。

「
山

モ
時
ナ
フ

海

モ
時
ナ
ソ

時

ニ
ア
ラ

ザ

レ
バ
山
海
ア
ル
ベ
カ
ラ
ズ
」
1

正
法
眼
藏
有
時
。
「
山
ア
リ
」
ビ
い
ふ
時
在
る
は
「
山
」
な
ら
で
「
山
ア
ソ
」
o

H
切
帥

室
。

一
切
塞
帥
察
。
し
か
も
「
無
見
者

無
聞
者

無
知
者

無
識
者

是
般
若
波
羅
密
不
可
思
議
」
i
摩
訂
般
若
経

憲
十
二
歎
澤
品
〇

一
切
察
を
説
く
者
あ
り
聴
く
者
あ
ら
ば
早
く
も

一
切
有
。
た
い
純

一
に
「
一
切
有
!
」
〇

一
々
の
語

獣

一
々
の
認
識
こ
ε
ご
と
く
佛

へ
の
禮
讃
、
紳

へ
の
讃
美
。
「
讃
美
す
る
」紳
、
「
禮
讃
す

る
」
佛
。

五

い
ま

私

は

か
の
紳
學
を
屡

々
惜
ま
し
た
問
題
「
紳
の
存
在
の
謹
明
」
を
想
ふ
。
そ
は
今
や
極
め
て
簡
明
o
「
物
在

ソ
㌔

こ
れ
で
よ
し
ゅ
色
帥
是
察
の
故
に
。
我
あ
り
汝
あ
b
彼
あ
わ
o
林
あ
り
沼
あ
b
蒼
天
あ
b
。
「
我
汝
に
隠
す
ご



こ
な
し
」
ご
古
聖
い
ふ
。
「
密
は
汝
の
邊
に
在
り
」
ご
古
聖

い
ふ
。
江
月
照
し
松
風
吹
く
永
夜
の
清
宵
何
の
所
爲
ぞ
。

信
問
清
浮
本
然
云
何
忽
生
山
河
大
地
。
師
日
清
浮
本
然
云
何
忽
生
山
河
大
地
。

「
紳
」
ビ
は
視
畳
の
實
践
L
冨
葉
に
空
哲
學
に
於
て
ば
主
張
で
な
く
示
唆
で
あ
ろ
ー
そ
は
而
も

}
切
の
内
性
を
否
む
塞
し
き
統

一
。

何
ら
か
の
限
定
あ
ら
ば
す

で
に
ま
こ
ε
帥
な
ら
す
。
故
に
在
る
神
(人
絡
紳
)
や
要
當
す
る
騨
(
理
念
)
は
未
だ
眞

の
究

覧
者
で
は
な
い
。
Ω
。
洋

で
あ
る
も

○
。け臣
簿

で
は
な
い
Q
紳
の
確
さ
は
か
く
て
全
く
「
存
在
」
の
問
題
か
ら
離
れ
去
る
。

と
え
　
　
　
　
あ

あ
か
し

紳
在
り
の
論
謹
よ
り
も
實
は
紳
無
し
の
誰
明
が
よ
り
根
本
的
で
あ
つ
た
。
佛
敢
や
紳
秘
主
義
は

い
み
ち
く
も
こ
の
蓮

に
出
た
。
有
ら
ぬ
は
有
る
に
優
る
と
古
聖
い
ふ
。
而
も
無
は
有
に
よ
ら
で
は
知
り
得
漁
(塞
不
異
色
)
。
で
は
無
は
有

に
よ

つ
て
知
ら
れ
る
か
。

否
、

そ
の
有
は
無
に
よ
ら
で
は
知
り
得

ぬ

(色
不
異
察
)
。

そ
れ
は
塞
し
き
誰
辮
で
あ
る

か
。
た
"
親
畳

の
實
践

の
み
が
こ
の
循
環
を
戴
る
。

凡
そ
最
後
の
謝
立
ー
野
立
と
之
に
樹
立
す
る
統

一
と
の
樹
立
の
如
き
ー
は
も
は
や
理
論
的
な
ら
で
實
践
的
の
灘
立
。

矛
盾
は
解
か
る
べ
き
限
り
に
於
て
解
か
る
べ
き
で
あ
る
。
包
理
性
的
で
こ
そ
あ
れ
理
性
の
萬
能
を
謳
歌
し
は
せ
で
却

℃
其
限
界
を
批
判
す

る
所
に
印
度
哲
學
宗
敷

一
般
の
特
質
が
あ
る
。
而
も
更
に
凡
ゆ
る
要
請
の
實
禮
化
を
破
斥
す
る

こ
ご
に
由
て
佛
敷
哲
學
は
從
來

の
婆
羅
門
敷
學
の
蒙
を
啓

い
た
。
色
帥
塞
の
實
践
に
於
て
彼
は
合
理
的
ご
非
合
理
的
、

存
在
的
ε
當
爲
的
、
超
越
的
ご
内
在
的
等
、理
論
的
乃
至
實
践
的
の
凡
ゆ
る
封
立
を
超
克
し
た
。
図
9
σQ
δ
旨
坤
5
⑦昼
9
σ

画
角

Ω
誘
言
9

山
興

露
8
紹
β
<
・「妻
魯

が
カ
ン
ト
の
宗
敷
で
あ
る
な
ら
、
佛
敷
は

図
9
σQ
喜

貯
巳
琶

び
山
・『
Ω
8
言
9

色

に

就

い

て

一
〇

一



締

弓

縄
學
研
究

第
三
號

一
〇
二

窪

ヨ
碧
冨
鈴
で
も
あ
ら
う

か

(般
若
哲
學
へ
ρ
序
説
ご
終
)。

こ
れ
に
昨
冬
木
枯
に
吹
き
籠
め
ら
れ
て
書

い
六
も
の
で
す
b
求
需
切
な
れ
ご
さ
ろ
べ
き
69
建
り
も
な
け
れ
ば
奮
稿
の
ま

～
な
る
為
ー9
う
さ
れ
よ
。


